	 
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　障　害　程　度　状　況　表                                   　　　　　　　　　　平成１７年６月

	氏名（       　      　     ）
	  　　年　 月　　日生
	 身体障害者手帳　（　　）級　　障害名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 ）

	愛の手帳（　　　）度
	 日常活動・作業科目（　　　　　　　　　　         　）
	記入者名（　　　       　 　）


１　日常生活調査                                                                                  
       「本人状況」「介護状況」の該当する項目番号に○をつけて下さい。当てはまるものがあれば複数○をつけて下さい。そして「本人状況」に基づいて「区分」欄の「ａ」「ｂ」「ｃ」「ｄ」　　を判断し○をして下さい。「本人状況」の該当部分が複数にわたる場合は「介護状況」の該当部分により判断して下さい。この「ａ」「ｂ」「ｃ」「ｄ」が、最重度障害者加算調査票（東京都　　民間社会福祉施設サービス推進費補助取扱要領　添付資料３－２）の「１ 日常生活調査」 の各項目の「ａ」「ｂ」「ｃ」「ｄ」になります。
　　　また「行動等の状況」「その他の状況」で当てはまるものがあれば、○をつけて下さい。本人状況、介護状況で当てはまるものがない場合は、備考欄に本人状況と介護状況を記　　入して下さい。
	項
目
	区
分
	点
数
	       　　　　本人状況
	　　　　　介護状況
	 　　　　行動等の状況
	 その他の状況
	  備　考

	食
事
	ａ
	４
	１．スプーンやフォークを持って食べることが全くできない。
２．スプーンもほとんど使えず、手づかみ、こぼしが多くほとん
　ど口に入らない。
３．コップ等食器を持って飲むことが出来ない。
	１．食事の時は必ず職員が隣につい
　て、始めから終わりまで介助して食べ
　させる。
	１．喉に詰まらせるので食事を摂るこ
　とに危険がある。
２．ベッドに横になったまま摂取する。
３．お盆やエプロンを使用しないと着
　替えが必要なほどこぼす。
４．食器やお盆などを投げることが頻
　繁にある。
５．食器を割ることが頻繁にある。
６．人のものを取って食べてしまう。
７．食事拒否が目立つ。
８．別室で食べる。
９．行動上の問題があり常に目が離
　せず個別対応、行動制限が必要。
	１．経管栄養
２．とろみ
３．ペースト
４．きざみ食
５．粗みじん
６．一口大
７．常食をその
  まま食べる。
	

	
	ｂ
	３
	１．パンやおにぎりは手で食べることができる。
２．スプーンやフォークを使って食べるが食べこぼしが多い。
３．スプーンやフォークを使うが手づかみになることがある。
	２．職員がいつも隣につき、様子を見な
　がら時々介助する。
　（小鉢等に小分けする。）
　（フォークにさして手渡す。）等
	
	
	

	
	ｃ
	０
	１．箸の使用が不十分でこぼすことがある。
２．スプーン、フォーク等、利用しやすい道具を使えば、こぼ
　したりするが１人で食事ができる。
	３．隣につく必要はないが、職員が同席
　し見守っている。
	
	
	

	
	ｄ
	０
	１．配膳されていれば特にこぼすこともなく１人で食事ができ
　る。
	４．時々声かけをすることはあるが、介
　助は必要ない。
	
	
	

	排
泄
	ａ
	５
	１．予告しない。失禁しても知らせない。
２．トイレに行く、下着を下げる、後始末をすることが全くでき
　ない。
	１．様子を見てオムツを替える。
２．時間を見計らってトイレに連れて行き
　ズボンを下げたり後始末を介助する。
	１．次の人が使用できない位トイレを
　汚す。
２．トイレ以外の場所で排尿、排便を
　する。
３．肛門に指を入れ、便を周りになす
　りつける。
４．便をわざと触りなすりつける、トイ
　レに物を詰めるなどのこだわり行動
　がある。
５．便秘で薬を飲んでいる。
６．痔や脱肛がある。
７．手が後に届かないため拭けない。
８．転倒の危険がある。
９．行動上の問題があり常に目が離
　せず個別対応、行動制限が必要。
	１．日中の失禁
　や失便が多
　い。
２．夜間の失禁
　失便が多い｡
３．日中オムツ
　を使用してい
　る。
４．外出時はオ
　ムツを使用。
５．夜間オムツ
　や防水シー
　ツを使用して
　いる。
６．排尿間隔が
　非常に短い｡
	

	
	ｂ
	４
	１．排泄の予告やサインがある。
２．排便(排尿)が終わると拭いてくれるのを待っている。
３．声かけでズボンや下着をおろし用を足す。
４．紙を渡されれば拭く動作はする。
５．自分からトイレに行くこともある。
	３．トイレに行くのを見かけたら、必ず後
　からついて行き後始末を介助する。
４．排泄のサインを受けてトイレに連れ
　て行き後始末を介助する。
	
	
	

	
	ｃ
	０
	１．たまに夜間の失禁や慣れない場面での失敗はあるが概
　ね１人でトイレに行く。
２．自分からトイレに行くが排泄の仕方が下手で、下着やズ
　ボン、周り等を汚すこともある。
３．自分からトイレに行き用を足すが後始末しない、できない
　（きちんと拭けない。）
	６．トイレに行くのを見かけたら、ついて
　いき後始末を確認したり声をかける。
７．活動の節目などにトイレに行くよう声
  をかける。
８．後始末を一部介助する。
	
	
	

	
	ｄ
	０
	１．自分からトイレに行き後始末もするが、時に下着を汚した
　りする。
	９．トイレの度に確認する必要はない。
	
	
	


	項
目
	区
分
	点
数
	　　本人状況 （洗体）
	　　本人状況 （洗髪）
	  　  　　介護状況
	   　　 行動等の状況
	      備　　　考

	入
浴
	ａ
	５
	１．身体を洗う動作は全くしな
　い・できない。
	１．洗髪の動作は全くしない
　・できない。
	１．風呂場での移動、洗体等全て介助す
　る。
	１．自分では全く移動ができない。
２．肢体不自由やてんかんがあり、
　転倒の危険がある。
３．浴槽をまたげない。
４．手助けがあれば湯舟に出入りで
　きる。
５．身体に触れられるのをイヤがる。
６．風呂の湯を多量に飲んでしまう。
７．シャンプーや石けんにこだわり等
　あり多量に使用する。
８．手近にあるものを投げる。
９．タオル、スポンジを渡しても放って
　しまう。
１０．行動上の問題があり常に目が離
　せず個別対応、行動制限が必要。
	

	
	ｂ
	４
	１．言われれば手や足、お腹
　など部分的に洗う動作はす
　る。
２．タオルを渡されれば、手や
　足、お腹など部分的に洗う
３．言われればシャワーなどで
　身体に湯をかける。
４．言われれば湯舟に入り、出
　てくる。
	１．言われれば多少手を動
　かし洗う動作をする。
２．シャンプーをつけてやれ
　ば多少洗う動作をする。
３．言われればシャワーなど
　で頭に湯をかける。
	２．転倒の危険があり常に付き添う。
３．洗体や洗髪は介助する。
４．一つ一つ指示をする。
	
	

	
	ｃ
	０
	１．背中や洗いにくい所以外
　は、洗い方は不十分だが１
　人で大体洗う。
	１．洗い方や流し方が不十
　分。
	５．洗体や洗髪の仕上げをする。
６．毎回見守ってはいない。
７．洗髪は定期的に介助する。
	
	

	
	ｄ
	０
	１．概ね１人で身体を洗うこ
　とができる。
２．１人で身体を拭くことができ
　る。
	１．概ね１人で洗髪できる。
	８．流し残し等、声をかける程度。
９．洗髪を促す等声をかける程度。
	
	


	項
目
	区
分
	点
数
	   　本人状況 （洗顔）
	   本人状況 （歯磨き）
	  　  　　介護状況
	   　　 行動等の状況
	      備　　　考

	洗
面
整
容
	ａ
	３
	１．顔は自分では全く洗えな
　い。
	１．歯磨きは自分では全く
　できない。
２．歯ブラシを渡されても噛
　んでいるだけ。
	１．洗面・歯磨き・爪切り・髭剃りは全て介
　助する。
	１．１人で立っていることができない。
２．転倒の危険がある。
３．歯がほとんどない。
４．歯がないので歯磨きの代わりにう
　がい、または水を飲ませる。
５．うがいの水を出せず、飲んでしま
　う。
６．歯ブラシを渡しても放ってしまう。
７．タオルを渡しても放ってしまう。
８．洗顔は職員が行い、本人にはさせ
　ていない。
９．歯磨きは職員が行い、本人にはさ
　せていない。
１０．行動上の問題があり常に目が離
　せず個別対応、行動制限が必要。
	

	
	ｂ
	２
	１．指示されれば顔を濡らし、
　洗うまね程度はする。
２．タオルを渡され指示されれ
　ば顔に当て、拭こうとする。
	１．歯ブラシを渡され、指示
　されれば口の中に入れ
　て多少は動かす。
２．歯ブラシを渡され、指示
　されば部分的に磨く。
	２．歯ブラシに歯磨き粉をつけて手渡す。
３．濡れたタオルを手渡す。
４．手を添えて洗面・歯磨きを一緒に行
　う。
５．本人にさせた後、毎回やり直す。
	
	

	
	ｃ
	０
	１．不十分であるが１人で顔を
　洗う。
	１．不十分であるが１人で磨
　く。
	６．定期的に歯は磨き直しをする。
７．洗い方や、磨き残しがないよう声をか
　ける。
	
	

	
	ｄ
	０
	１．概ね１人で顔を洗える。
	１．概ね１人でできる。
	８．身だしなみを保つよう声をかける。
	
	


	項
目
	区
分
	点
数
	　　本人状況（着衣）
	　　本人状況 （脱衣）
	　　　　　介護状況
	　　　　行動等の状況
	      備　　　考

	着
脱
	ａ
	３
	１．全くしない・できない。
２．手を伸ばしたり足を挙げた
　り協力程度。
	１．全くしない・できない。
２．手を挙げたり協力程度。
	１．着衣・脱衣も全て介助する。
	１．寝たきり。
２．支えがなければ座っていられない
３．立つ、座る動作が困難。
４．転倒の危険がある。
５．着脱はできるが極端に時間がか
　かる。
６．ところかまわず衣服を脱いでしま
　う。
７．行動上の問題があり常に目が離
　せず個別対応、行動制限が必要。
	

	
	ｂ
	２
	１．パンツ程度ははける。
２．Ｔシャツ等は頭を入れても
　らえば、手を通したり、引っ
　張って下げたりする。
３．ウエストがゴムのズボン等
　は、足を入れてもらえば後
　は自分で引っ張り上げる。
４．ボタン、ファスナーは全くで
　きない。
	１．パンツ、靴下程度は脱
　げる。
２．ズボン、下着を下まで下
　ろせるが、完全には脱げ
　ない。
３．かぶり物等脱ごうとする
　が、完全には脱げない。
４．Ｔシャツ等頭を抜いても
　らえば脱げる。
	２．側で一つ一つ手渡し、指示し介助す
　る。
３．かぶり物は、頭を入れてやったり、抜
　いてやったり介助する。
４．下着、ズボン等は足を入れたり介助す
　る。
	
	

	
	ｃ
	０
	１．下着・トレーナー・前あきの
　パジャマ等、簡単なものは
　着られるが裏返しや前後の
　間違いがある。
２．固いボタンや小さいボタン
　袖口、首のボタンは難しい
	１．下着・トレーナー等かぶ
　りものやズボン等が脱げ
　る。
２．固いボタンや小さいボタ
　ン、袖口、首のボタンは
　難しい。
	５．固いボタン、首のボタン等は介助する
６．前後等の間違いがあれば声をかける
７．一式揃えて用意しておく。
８．ファスナーは、はめる時は最初だけ手
　伝う。
	
	

	
	ｄ
	０
	１．自分で着脱衣を行う。寒暖の調節は不十分。
	９．シャツが出ていたり襟が整っていな
　かったりしていれば声をかける。
	
	

	ａの数
	合計
      点
	


  ※ａが３項目以上ある場合、又は１２点以上となる場合は、次の 「２ 行動障害」 に進んで下さい。
２　行動障害
	項目番号
	   　　　　　　　 具体的内容
	 頻度（数回/毎日/週/月/年、その他）
	   どのような時に生じるか（推測を含む）

	
	
	
	


３　介護・健康・医療                                                       服薬 
	項目番号
	 　 　　　　　　　具体的内容
	
	 服薬回数
	      診断名・薬の名前・何のための薬か

	
	
	
	１．朝・昼・夜・寝る前
２．朝・昼・夜
３．朝・夜
４．その他
  （　　　　　　　）
	


